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全国における作付規模別 60kg当たり米生産費（平成28年産）

9,308 

14,951 

12,325 

10,060 
8,462 9,084 

7,437 7,661 7,745 

3,622 

7,319 

5,575 

4,311 

3,366 2,959 

2,602 2,564 2,023 

14,584 

24,792 

20,253 

16,290 

13,805 13,368 

11,241 11,271 10,901 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平均 0.5ha未満 0.5～1.0ha 1.0～2.0ha 2.0～3.0ha 3.0～5.0ha 5.0～10.0ha 10.0～15.0ha 15.0ha以上

自己資本利子及び自作地地代

家族労働費

家族労働費、自己資本利子・自作地地代を除く生産費

一経営体当たり
作付面積

出典：平成28年産米の生産費

1.6ha     0.3ha       0.7ha      1.4ha 2.4ha      3.9ha 6.7ha 11.9ha 20.2ha

（円/60kg ）
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販売目的で作付けした水稲の作付面積規模別農家数（平成18～28年）

上段（農家数） ： 千戸
下段（割合） ： ％

平成22、27年は、「農林業センサス」、その他の年は、「農業構造動態調査」の調査結果に基づくもの。
（農林業センサスは全数調査であるが、農業構造動態調査は標本調査である。）
ラウンドの関係で計と内訳の合計が一致しない場合がある。

注：

計 3㏊未満 3㏊～5㏊ 5㏊～10㏊ 10㏊以上 計 1㏊未満 1㏊～2㏊ 2㏊～3㏊ 3㏊～5㏊ 5㏊以上

18 4 4 6 3 1,351 987 250 59 34 21

(100.0) (22.2) (22.2) (33.3) (16.7) (100.0) (73.1) (18.5) (4.4) (2.5) (1.6)

18 4 4 6 4 1,308 943 246 60 37 22

(100.0) (22.2) (22.2) (33.3) (22.2) (100.0) (72.1) (18.8) (4.6) (2.8) (1.7)

17 4 4 5 4 1,259 904 231 63 37 24

(100.0) (23.5) (23.5) (29.4) (23.5) (100.0) (71.8) (18.3) (5.0) (2.9) (1.9)

17 3 4 5 4 1,225 880 226 59 35 24

(100.0) (17.6) (23.5) (29.4) (23.5) (100.0) (71.8) (18.4) (4.8) (2.9) (2.0)

16 4 3 5 4 1,144 843 190 54 35 22

(100.0) (25.0) (18.8) (31.3) (25.0) (100.0) (73.7) (16.6) (4.7) (3.1) (1.9)

17 5 3 5 4 1,141 827 194 53 37 29

(100.0) (29.4) (17.6) (29.4) (23.5) (100.0) (72.5) (17.0) (4.6) (3.2) (2.5)

15 4 3 5 4 1,042 763 174 48 33 24

(100.0) (26.7) (20.0) (33.3) (26.7) (100.0) (73.2) (16.7) (4.6) (3.2) (2.3)

14 3 3 4 3 1,013 732 171 50 34 26

(100.0) (20.0) (20.0) (26.7) (20.0) (100.0) (72.3) (16.9) (4.9) (3.4) (2.6)

14 3 3 4 4 982 702 170 50 33 27

(100.0) (20.0) (20.0) (26.7) (26.7) (100.0) (69.3) (16.8) (4.9) (3.3) (2.7)

13 3 2 4 4 939 660 159 50 36 35

(100.0) (23.1) (15.6) (31.4) (29.9) (100.0) (70.3) (16.9) (5.3) (3.8) (3.7)

13 3 2 4 4 876 599 153 51 34 39

(100.0) (23.4) (16.4) (27.3) (32.8) (100.0) (68.4) (17.5) (5.8) (3.9) (4.4)
平成28年

平成26年

平成27年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

北海道 都府県

平成18年

平成19年
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米流通の見直しについて（全農の売り方）

○ 農業競争力強化プログラム（平成28年11月策定）において、農産物の流通加工構造の改革の

ため、流通・加工業界の業界再編と合わせて、これに資する全農の農産物の売り方の見直しが

位置づけられたところ。

○ これを受け、平成29年３月、全農において、米穀事業などの見直しを内容とする年次計画が

策定され、その中で、米穀事業については、実需者の意向を的確に捉えて販売が行われるよう

、実需者への直接販売の拡大（平成36年度：主食米取扱の90％）、買取販売の拡大（平成36年

度：主食米取扱の70％）とする目標が示され、目標達成に向けた取組が行われているところ。

事業別実施具体策・年次計画（米穀）（平成29年３月全農公表）

73
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業務用向けの需要に応じた販売について（低価格帯の需要への生産・販売の拡大）

29年産生産量：約730万㌧

買い手の意向

ミスマッチ

業務用

（低価格帯中心）

３０％程度 業務用

一般家庭用
（高価格帯中心）

７０％程度

一般家庭用

産地の意向

○ 主食用米全体の需給は均衡している中、産地におい

ては、高価格帯中心の一般家庭用の米を生産する意向

が強い。

○ 一方、買い手においては、３割を占める低価格帯中

心の業務用などにも対応した米生産へのニーズがあ

り、ここにミスマッチが生じている状況。

○ 一般家庭用、業務用各々の需要に応じた生産・販売

の取組を進める必要。

それを行わない場合には、結局、国内主食用米需要

全体の一層の減少につながる。

【買い手の意向と産地の意向のミスマッチ】

用途に応じた米
生産が重要！

少しでも単価の高
い米を売りたい！

需要に応じた
生産・販売へ
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・ 平成28年７月から平成29年６月までの１年間において、年間玄米取扱量4,000トン以上の販売事業者が、精米
販売を行った数量（約330万トン）のうち、中食・外食等の業務用向けに販売した数量について調査を実施。

・ 主食用米の需要が年々減少する中、業務用需要は堅調に推移しており、28/29年の業務用向け販売割合は、前年比＋2%の39％。

・ 各産地が需要に応じた生産・販売を進める上で、業務用需要の確保が重要となる中、群馬、福島、岡山、栃木では業務用向けの販売
割合が６割超となっている。

１ 県産米に占める販売先割合（業務用向けの販売割合が高い上位10県）

全国

業務用向けの販売割合が高い上位10県

注：家庭内食向け等とは、精米販売量全体から業
務用向け販売量を差し引いたものである。

業務用向け
39％

家庭内食向け等
61％

全国
業務用向け
37％

家庭内食向け等
63％

【28/29年】 【前年:27/28年】

51%

52%

55%

55%

56%

57%

63%

63%

65%

65%

49%

48%

45%

45%

44%

43%

37%

37%

35%

35%

10 青森

９ 岩手

８ 佐賀

７ 山形

６ 山口

５ 宮城

４ 栃木

３ 岡山

２ 福島

１ 群馬

【産地】 【業務用向け】 【家庭内食向け等】

【28/29年】

49%

50%

53%

56%

57%

58%

59%

60%

64%

67%

51%

50%

47%

44%

43%

42%

41%

40%

36%

33%

10 香川

９ 佐賀

８ 宮城

７ 群馬

６ 山口

５ 熊本

４ 山形

３ 岡山

２ 福島

１ 栃木

【前年:27/28年】
【産地】 【業務用向け】 【家庭内食向け等】

＜当データを見る上での留意事項＞

▶ 販売事業者が、業務用向けに精米
販売した数量であり、小売店等に精米
販売し、その後、業務用に仕向けられ
たものは含まれていない。

▶ 業務用向けの販売先は、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ
ｽﾄｱ、ｽｰﾊﾟｰ、弁当屋、給食事業等の
中食事業者及び牛丼、回転寿司等の
ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店、ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ、ﾎﾃﾙ等宿
泊施設等の外食事業者である。

▶ 業務用向けには、主に米卸売業者
から供給されるが、家庭内食向けに
は、米卸売業者経由の他に農家直売
や縁故米等からも供給されるため、米
卸売業者からの供給量のみで作成し
た当データは、業務用向けの割合が高
く出る傾向がある。

業務用向け販売量の状況について①（業務用米実態調査結果）
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２ 県産米に占める販売先割合（全体版・産地品種銘柄別内訳）

【28/29年】

産地
家庭内食

向け等
産地

家庭内食

向け等
産地

家庭内食

向け等

ななつぼし きらら397 ゆめぴりか その他 コシヒカリ ハナエチゼン その他 アケボノ ヒノヒカリ あきたこまち その他

18% 6% 4% 5% 11% 8% 7% 25% 5% 2% 32%

まっしぐら つがるロマン その他 コシヒカリ あさひの夢 その他 コシヒカリ ヒノヒカリ あきろまん その他

40% 11% 0% 38% 1% 4% 7% 5% 2% 16%

ひとめぼれ あきたこまち いわてっこ その他 コシヒカリ あきたこまち その他 ヒノヒカリ コシヒカリ ひとめぼれ その他

44% 5% 1% 2% 32% 5% 1% 15% 14% 8% 20%

ひとめぼれ ササニシキ つや姫 その他 ハツシモ コシヒカリ あきたこまち その他 コシヒカリ キヌヒカリ その他

51% 2% 1% 3% 23% 5% 0% 10% 16% 12% 1%

あきたこまち ひとめぼれ めんこいな その他 コシヒカリ あいちのかおり きぬむすめ その他 ヒノヒカリ コシヒカリ その他

12% 4% 2% 2% 5% 1% 1% 3% 26% 4% 5%

はえぬき ひとめぼれ つや姫 その他 あいちのかおり コシヒカリ 大地の風 その他 ヒノヒカリ あきたこまち コシヒカリ その他

46% 4% 1% 5% 20% 2% 0% 4% 7% 3% 3% 9%

コシヒカリ ひとめぼれ 天のつぶ その他 コシヒカリ キヌヒカリ その他 コシヒカリ ヒノヒカリ その他

44% 16% 2% 2% 12% 4% 6% 9% 1% 1%

コシヒカリ あきたこまち ゆめひたち その他 日本晴 キヌヒカリ コシヒカリ その他 ヒノヒカリ 元気つくし 夢つくし その他

38% 4% 0% 2% 10% 10% 7% 10% 20% 5% 2% 3%

コシヒカリ あさひの夢 なすひかり その他 キヌヒカリ コシヒカリ その他 ヒノヒカリ さがびより 夢しずく その他

51% 9% 2% 2% 13% 12% 6% 21% 18% 8% 8%

あさひの夢 ゆめまつり その他 その他 にこまる ヒノヒカリ コシヒカリ その他

50% 10% 4% 32% 7% 5% 4% 3%

彩のかがやき コシヒカリ 彩のきずな その他 コシヒカリ キヌヒカリ ヒノヒカリ その他 ヒノヒカリ 森のくまさん コシヒカリ その他

18% 16% 6% 10% 12% 11% 2% 3% 12% 8% 4% 11%

コシヒカリ ふさこがね ふさおとめ その他 ヒノヒカリ コシヒカリ その他 ヒノヒカリ ひとめぼれ その他

15% 9% 3% 2% 14% 1% 1% 22% 3% 4%

コシヒカリ こしいぶき その他 その他 ヒノヒカリ コシヒカリ その他

12% 5% 2% 39% 5% 2% 2%

コシヒカリ てんたかく その他 ひとめぼれ きぬむすめ コシヒカリ その他 ヒノヒカリ あきほなみ コシヒカリ その他

25% 4% 3% 16% 11% 8% 0% 13% 7% 2% 1%

コシヒカリ ゆめみづほ その他 きぬむすめ コシヒカリ つや姫 その他

24% 12% 5% 16% 8% 6% 1%

鹿児島 24% 76%

熊本 36% 64%

大分 29% 71%

宮崎 9% 91%

福岡 30% 70%

佐賀 55% 45%

長崎 20% 80%

香川 36% 64%

愛媛 22% 78%

高知 11% 89%

広島 30% 70%

山口 56% 44%

徳島 29% 71%

岡山 63% 37%

業務用向け（産地品種銘柄別内訳）

鳥取 35% 65%

島根 31% 69%

兵庫 28% 72%

奈良 16% 84%

和歌山 39% 61%

滋賀 38% 62%

京都 32% 68%

大阪 32% 68%

静岡 10% 90%

愛知 26% 74%

三重 23% 77%

山梨 44% 56%

長野 38% 62%

岐阜 39% 61%

福井 26% 74%

業務用向け（産地品種銘柄別内訳）

石川 41% 59%

新潟 19% 81%

富山 32% 68%

埼玉 50% 50%

千葉 29% 71%

栃木 63% 37%

群馬 65% 35%

福島 65% 35%

茨城 45% 55%

山形 55% 45%

岩手 52% 48%

宮城 57% 43%

業務用向け（産地品種銘柄別内訳）

北海道 33% 67%

青森 51% 49%

秋田 21% 79%

注１：業務用向けの販売先は、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ、ｽｰﾊﾟｰ、弁当屋、給食事業等の中食事業者及び牛丼、回転寿司等のﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店、ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ、ﾎﾃﾙ等宿泊施設等の外食事業者である。

注２：業務用向け販売量が、10㌧未満であった東京、神奈川、沖縄は除いている。

業務用向け販売量の状況について②（業務用米実態調査結果）



77

産地 品種銘柄 割合

1 宮城 ひとめぼれ 8%

2 山形 はえぬき 7%

3 栃木 コシヒカリ 7%

4 北海道 ななつぼし 5%

5 岩手 ひとめぼれ 5%

6 福島 コシヒカリ 4%

7 茨城 コシヒカリ 4%

8 青森 まっしぐら 4%

9 秋田 あきたこまち 3%

10 新潟 コシヒカリ 2%

11 北海道 きらら397 2%

12 福島 ひとめぼれ 2%

13 富山 コシヒカリ 2%

14 長野 コシヒカリ 1%

15 北海道 ゆめぴりか 1%

16 栃木 あさひの夢 1%

17 石川 コシヒカリ 1%

18 千葉 コシヒカリ 1%

19 青森 つがるロマン 1%

20 新潟 こしいぶき 1%

・ 前年から大きな変化はなく、北海道、東北などの主産地の米
が上位を占めている。

・ 中でも、宮城ひとめぼれ、山形はえぬき、栃木コシヒカリの
３銘柄は、前年に引き続き割合が高く、３銘柄の合計が販売量
全体の２割超となっている。

３ 業務用販売全体に占める産地品種銘柄別割合（上位20）

・ 業務用向けに販売された産地品種銘柄ごとに、28年産の相
対取引価格（年産平均）を用いて、価格帯別の販売量をみる
と、14,000円/60kg未満の銘柄が約7割となっており、 前年
に引き続き、全銘柄平均価格以下の取引が大宗を占めている。

４ 業務用向けの価格帯別販売量

※ 割合は、各産地品種銘柄ごとの業務用向け販売量を、全国の業務用向け販売量で除し
たものである。

産地 品種銘柄 割合

1 山形 はえぬき 9%

2 宮城 ひとめぼれ 9%

3 栃木 コシヒカリ 7%

4 福島 コシヒカリ 5%

5 茨城 コシヒカリ 4%

6 北海道 ななつぼし 4%

7 青森 まっしぐら 4%

8 岩手 ひとめぼれ 4%

9 秋田 あきたこまち 3%

10 北海道 きらら397 2%

11 新潟 コシヒカリ 2%

12 栃木 あさひの夢 1%

13 富山 コシヒカリ 1%

14 長野 コシヒカリ 1%

15 福島 ひとめぼれ 1%

16 青森 つがるロマン 1%

17 千葉 ふさこがね 1%

18 秋田 ひとめぼれ 1%

19 石川 コシヒカリ 1%

20 千葉 コシヒカリ 1%

【28/29年】 【前年:27/28年】

22％ 25％

価格帯（60kg当たり、税込み） 割合

　16,000円以上 5%

　15,000円以上16,000円未満 3%

　14,000円以上15,000円未満 22%

　13,000円以上14,000円未満 68%

  13,000円未満 2%

28年産
全銘柄平均価格

14,307円

【28年産】

70％

価格帯（60kg当たり、税込み） 割合

　15,000円以上 5%

　14,000円以上15,000円未満 4%

　13,000円以上14,000円未満 13%

　12,000円以上13,000円未満 62%

  12,000円未満 16%

27年産
全銘柄平均価格

13,175円

【27年産】

78％

業務用向け販売量の状況について③（業務用米実態調査結果）
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業務用向けの需要に応じた生産・販売事例

○ Ａ農協では、29年産米から、生産者、ＪＡ、卸売業者、実需

者と、数量だけでなく取引価格等も含めた複数年契約に取組ん

でいる。

○ 更に、契約期間を３年以上の長期契約とすることにより、生

産者の経営安定を目指している。

○ Ｂ県では、29年度から５か年を期

間として、県再生協議会や全農県本

部、ＪＡ等との連携により、業務用

需要や輸出への対応、産地ブランド

力の強化、低コスト生産体制の整備

等に取り組むこととしている。

○ また、販路拡大や安定取引の一環

として、新たな販路開拓に向けたＪ

Ａや農業法人等の取組を促すため、

実需者と生産者等のマッチングも推

進している。

○ Ｃ卸では10年前から、自社が奨励する多収性品種と良食味品

種を、複数の産地のＪＡや大規模農業法人と契約栽培し、安定

生産を推進している。

○ 取引価格は、一定の範囲内で安定した価格で取引している。

○ また、集荷した米は、特定の実需者へ販売しており、生産者

にとって、実需者が見える生産であることも契約栽培のインセ

ンティブとなっている。

○ Ｄ県では、地域における業務用需要等に応じた米の生産体制

づくりを進めるため、多収穫・低コスト栽培の取組面積に応じ

た助成を行っている。

○ また、30年産の業務用向け銘柄の生産拡大に向けて、主力銘

柄から県が定める多収性品種へ緊急的に転換する際の種子購入

経費や、それに伴い生じる主力銘柄の余剰種子処理経費などを

支援している。

ＪＡが主体となった取組

実需者

生産者

卸業者

ＪＡ

自治体が主体となって新たな販売戦略を推進

卸売業者と産地の契約栽培による安定取引の取組 自治体が業務用需要向け銘柄の生産拡大へ支援

プレミアム領域
シェア10％

レギュラー領域
シェア50％

エコノミー領域
シェア40％

高付加価値米づくり

食味を重視した米づくり

業務用需要に対応できる低コス
ト・高収量の米づくり

価格設定を含めた
複数年契約

安定生産
安定契約

ＪＡ

生産者

実需者卸業者
推奨銘柄の
契約栽培

実需者、生産者双方の顔が見える取引 多収性品種
の作付拡大

自治体

多収性品種の種子を購入

転換する際の
種子購入経費
などの支援

県が定める多収性品種

種子

種子

種子

種子
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育苗箱数を減らせるため、資材費を低減できます。苗継ぎも少なく省力的です。

【実証例】 育苗箱数 15～18箱/10a → 5～6箱/10a

直播栽培により育苗や田植えを省略することで、春作業を省力化できます。

【実証例】
労働時間 （移植）18.4時間/10a→（直播）13.8時間/10a

費用（利子・地代は含まない） （移植）103千円/10a → （直播）93千円
/10a

多収品種を導入することにより単収が増加し、手取りを増やすことができます。

 生産コストを削減すれば、手取りは増加します。
 コスト削減技術は、コストを下げるだけでなく、作業を「ラク」にします。
 是非、「ラク」して手取りを増やしませんか？

そのほかにも…
○生産コスト削減に活用可能な技術をまとめた「担い手農家の経営革新に資する稲作技術カタログ」を作成し、公開しています。掲載技術の提案者による現地指導も受

け付けています。 http://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/info/inasaku_catalog.html（「稲作技術カタログ」で検索！）
○全国のコスト低減に向けた取組をまとめた「担い手の稲作コスト低減事例集」を作成し、公開しています。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/cost/jirei.html （「担い手の稲作コスト低減事例集」で検索！）
○農業資材の価格比較サイト「アグミル」。農業資材の希望条件を登録すると、販売店から商品の見積りが届きます。https://agmiru.com/ （「アグミル」で検索！）

直播栽培

早生品種や晩生品種をうまく組み合わせることで、作業ピークを分散できます。
機械や労働力を有効活用できるほか、経営リスクも分散できます。

作期分散

密苗栽培

○育苗箱全量施肥
緩効性の肥料を育苗箱に施用することで、
肥料量を減らせます。追肥も省略でき、省力的です。

○流し込み施肥
肥料を水口から流し込むことで、追肥を省力化できます。

肥料の節約

ICTを活用し、自身の農作業体系を見直すことで、作業のムダを省きます。

【活用可能なソフト】
（国研）農研機構では、無料で使えるICTソフトを用意しています。

http://www.aginfo.jp/PMS/index.html （「作業計画・管理支援システム」で検索！）

ICTの活用

春作業を「ラク」に！ 農繁期を「ラク」に！

ムダを省いてを「ラク」に！

施肥を「ラク」に！

田植えを「ラク」に！

単一品種

作業が短期間に集中

多収品種の導入

【例】あきだわら 単収 530kg/10a   →   700kg/10a
（全国平均） （多肥栽培で単収増）

生産費 16千円/60kg   →   13千円/60kg
（全国平均） （試算）

「ラク」にコスト低減！

あきだわら コシヒカリ

「あきだわら」は「コシヒカリ」に比べて倒伏もしにくい！

作業ピークを分散

主食用輸出用飼料用

機械台数減

【実証例】（補植作業時間の削減）
田植作業時間 1.62時間/10a → 1.15時間/10a

【相談先】水稲直播研究会（03-6379-4534）

業務用向けの生産のためにも生産コスト削減に取り組みましょう！
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「みつひかり」

・一般品種との作期分散に有効な良食味品種。
関東以西に対応。
収穫が遅れても品質劣化が少なく、「刈り遅れ」の心配が
少ない。

三井化学アグロ（株）

農研機構が開発した多収品種の例

関東・北陸以西向け「ほしじるし」

北海道向け「雪ごぜん」

・やや高アミロース・低タンパクの業務用
多収米品種。
・耐冷性に優れ、冷害年でも収量が安定
する。

・やや低アミロース・低タンパクで多収の
極良食味品種。
・耐冷性に優れ、比較的倒れにくい。

北海道向け「ゆきさやか」

東北以南向け「ちほみのり」

Ｚ・多収で直播栽培向きの良食味品種。
・炊飯米の光沢、粘りとも「あきたこまち」
並の良質、良食味。

東北中南部、北陸、関東以西向け

「つきあかり」
Ｚ・早生で多収の極良食味品種。

・ご飯はツヤがあり、うま味に優れ、
４時間保温しても美味しさが持続。

東北中北部以南向け「えみのあき」

・いもち病に強く、良食味の直播用品種。
・倒れにくく、葉いもち、穂いもちとも
極めて強い。

・二毛作向きで、「コシヒカリ」より多収の
良食味品種。
・倒れにくく、縞葉枯病に抵抗性。

・「コシヒカリ」より多収で、 「コシヒカリ」に
近い良食味品種。
・生育が「コシヒカリ」より遅く、作期分散
が可能。

関東・北陸以南向け「あきだわら」 関東・北陸以西向け「やまだわら」

・極多収で粘りが弱い中生の業務・加工
用品種。
・冷凍米飯等の加工用米としての利用に
適している。

西日本・九州向け「たちはるか」

・耐倒伏性・耐病性を備えた低コスト
直播栽培向き多収品種。
・いもち病、縞葉枯病にも強い。

東北南部以西向け「とよめき」

・極多収で粘りが弱い早生の業務・加工
用品種。
・冷凍米飯等の加工用米としての利用に
適している。

多収で良食味の業務用品種の栽培適地

上記品種の利用許諾や種苗入手先についての問い合わせ先：
（国研）農研機構 連携広報部 知的財産課 種苗チーム
Tel 029-838-7390・7246 / Fax 029-838-8905

http://www.naro.affrc.go.jp/patent/breed/list/index.htmlｓ

「しきゆたか(ﾊｲﾌﾞﾘｯドとうごうｼﾘｰｽﾞ)」

・多収性に優れる耐倒伏性の良食味品種。
・うるち、半モチの２種類があり、４系統で北海道を除く
各地に対応。

民間企業が開発した多収品種の例

豊田通商（株）

業務用向けの多収品種

「つくばＳＤシリーズ」

・短幹で倒れにくい、多収の良食味品種。
・コシヒカリの血を引き、３系統で南東北以南の全国各地に
対応。

住友化学（株）

http://www.naro.affrc.go.jp/patent/breed/list/index.html
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（参考）産地と中食・外食事業者等の米マッチングフェア２０１７について

・ 農林水産省では、中食・外食等の業務用ニーズに応じた安定取引の推進のため、２５年度以降マッチング

イベントの開催を支援。

・ ２９年度は、「米マッチングフェア２０１７」として、展示商談会の開催回数を従来の年１～２回（東京）から全

国９ヶ所１０回（東京２回）に拡充して実施。

・ 売り手（ＪＡ、農業生産法人等）のべ１４１業者、買い手（中食・外食事業者等の実需者）のべ２８９社が参加。

北陸の生産法人が多収品
種「ちほみのり」について、
生産コストをベースとした取
引（事前契約・複数年契約）
で中食事業者と商談中。

東海地方の生産法人が多収
品種（しきゆたか）を出展。多
数引き合いがあり、サンプル
のやり取りを通して商談中。

商談会の様子（東京会場10/24）

現地交流会の様子（さいたま会場９/７）

セミナーの様子（東京会場10/24）

マッチング商談事例①

東京会場（２月）パンフレット

マッチング商談事例②

商談の様子（さいたま会場９/７）


